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米国地質調査所ナショナルセンタｰ見聞記②

盛谷智之(海洋地質部)

眺め抜群の居室とスペｰスゆったりの実験室

何分にも大きな研究所であり私が見せてもらったの

はごく限られたものにすぎない.部屋の種類もどう分

類されているのか良く分からないが管理部門棟の人た

ちが入っている居室･事務室あるいは研究員の居室カミオ

フィスと呼ばれ実験棟の実験設備のある部屋が実験室

である.ところがその中間の名前の“実験"居室(ラ

ボ･オフイス)というのがあり通常本物の実験室の周囲

に配置されている.話に聞くとこれは実際は居室であ

るがやはり政府の建物の規則で“本来"の居室は人の

格によって広さをちがえる必要があるしかし研究員の

場合はそれではまずいので流しを1つ付けて実験室とい

うことにし同じ大きさのものにしたのが真相らしい.

ただ配置図をみると確かに居室の大きさにはさまざまな

ものがある.

居室のいくつかを写真で紹介しよう.管理部門棟エ

リアでは最高クラスの地質総部長室(第10図)同様に広

く明るい水資源総部副部長室(第11図)をそして実験棟

エリアでの“実験"居室たいしは標準居室として地質総

部のもの(第12131415図)と水資源総部のもの(第16

図)をあげる.どの居室をみても感じられるのは多

火山地質学者で日本にも知己か多い

一一鶴11図

一水資源総部副部長室向かっ

て左からJ.工.丁跳｡酊(地質

第13図

地質総部の“実験"房室の

標準型の例鉱味地質学脅

のP側1鶯､瀦A鮒0N践め部蟻

で撒こ流しが付い仰嶋�
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くはひとつひとつの個室に細かく仕切られているので

面積は比較的狭いカミ窓が大きくとってあり採光と眺

望の確保に十分な配慮がなされていることである.外

の紅葉した森の素晴しい景色カミ見渡せたのが印象的であ

った.反面開かずの窓なので気候の良い時季でも

窓を開けて外気に直接ふれることが出来ないと残念カミる

人もいた.

実験居室の大きさは標準型として大体同じであったり

ちかっていたりである.とくに地質総部の標準型は

17m2程度であるのに対し水資源総部のそれは12m2程

度のように見受けられた.また部屋の仕様も地質総

部の場合は交換自由のモロブタ型引出しと高さを変え

られる顕微鏡置台板付の机地図入れ戸棚地図台側

壁つくり付け書棚カミあるのに対し水資源総部のものは

地図台はなく机もつくり付けになるなどちカミいがある.

また特徴カミあるのは床で地質総部のプラスタイノレ仕

上げに対し水資源総部ではじゅうたん敷きであると

案内の研究者の説明があったが念のため隣室をのぞく

とプラスタイル仕上げであった.その居住者に理由を

聞くと宴するに自分はじゅうたんが嫌いだからだとの

ことであった.個人個人の意向が床の仕様のちがいに

まで反映されているのには驚き敬服するほかなかった.

次に実験室の様子を紹介する.主として地質総部の

もの!部水資源総部のものを見せていただいたカミ非

常な駆け足であったため1年半を経た今では記憶が怪

しくなったものカミ多い.このため写真で全体の雰囲気

を見ていただくよう願いたい.地質総部では鉱物･

地球化学系(第1718図)湿式化学分析系(第192021

22図)乾式機器分析系(第232425図)同位体年代測

定系(第2627図)のものをそして水資源総部ではその

1部の実験室(第2829図)の例をそれぞれあげておく.

各実験室を通じていえるのは部屋が密閉され完全空

調式であることサクション(コンプレッサｰ)蒸溜水

供給(装置は地階にある)普通水供給ドラフトが完備

していることそして電話･電源･ガス底とが容易に利

用できるようになっていることなどである.また

ガスは個々にタンクで置いてあった.一般的には研究

者はゆったりした実験室を非常に満足して利用している

と㌘)ことで濠)った由

蜘達図地鴛総部受){嘆駿"履蜜の標準型の例(13図のつづき)

モロブタ武馨蝸しや照明台顕微鏡置台板のついた机

第16図水資源総部の居室の例地質総部のものより狭く

仕様も異狂っている

第15図地質総部の“実験"居室の標準型の例地図戸棚とそ

の上に置かれた地図作業台�
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ただし実際に使用した経験から注意すべき点として次

のようたことを聞いた.まずドラフトについては前

述のように部屋が密閉され空調の通過式給気(使いすて

で絶えず新しい空気をとり入れる)のみに頼る方式なので

ドラフトの燃焼に量が足りない.このためバランスを

とるため直接外気のとり入れ口を上部にとりつけたりし

ており夏むし暑く冬に寒いことも起こる.またド

ラフトは引きっ放しであって音がうるさいときでも｡止

められない.フｰドのスイッチで操作できる方式が良

い.排気はただ1つの大型ダクトでコンい一ルされ

るので臭いが逆流するおそれもある(実際一億起こった)､

ドラフトのステンレス板は腐食されるおそれがありプ

ラスチック製が望ましい(これに関連して実験台の引出しも

木製が良いと指摘された).警報システムがぜひ心裏で

ある剖次に電源は多すぎるぐらい十分にとっておく

ことアノレミナ･コネクタｰカミゆるんだりするので保守

のため1年1目電源を切る必要があるカミそのとき常時

運転の装置にトラフノレが起こるなどである.また

特殊征設備に関する問題としては同位体年代測定室で

湿度条件が最も注意を要すること質量分析計装置が非

常に1重いので耐荷重床が必要でそのためできれぱ下の

階に置くのが良いという指摘があった.

いずこも悩みは同じ岩;百試料の保管

わが地質調査所ではこれまで庁舎が狭いため増大す

る岩石試料の保管は最大の悩みの種の1つであった.

地質総部の鉱物地球イビ学系実験憲炉)例凝

議

椥棚(右)

鉱物地球化学系繁験蜜の例

第19図地質総部の湿式化学分析系実験室の例標準的な室でドラフト棚枚しの中央実験台カミ

ある天秤はこのよう杜各室を結ぶ内部通路に置いてあるが場所が狭いということで

あった

第20図湿式化学分析系実験室の例�
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幸い筑波新庁舎への移転によってそのためのスペｰスも

確保されまた標本展示館も建設されることになってお

り当面はこれカミ解決される見通しである.しかし系

統的整理や保管は継続的な問題であることにはまちカミい

ない.このようなわれわれの状況からUSGSでこの

問題カミどうなっているか非常に関心があった.しかし

その答えはわカミ方よりもなお悪いといえるものであった.

米国はご存知のように日本の24倍もの面積をもつ国で

あり連邦地質調査所だけでカバｰはできない.また

昔から州の独立性が強く各州には数10-200人の規模

の州立地質調査所カミあり地質調査活動を行っている.

このため各地でなされたボｰリングのコアなどの岩石試

料は州立地質調査所が保管しUSGSはそれをし狂い.

一方USGSで採取した岩石試料は研究カミ済んだ後には

同じ連邦機関のスミソニアン科学博物館に収納すること

になっている.つまりUSGSはいずれにしても岩石

試料の系統的･恒久的保管はできないことになっている

のである.ところカミスミソニアン科学博物館でもすで

に満杯で受け入れる余地カミない状態である.現在US

GSには地階に地質総部管理の岩石試料保管室カミあるが

(メモが不確かだカミおそらく300m2以下の狭いスペｰス)と

第30図

地階の岩石試料保

管室収納棚

うてい十分なものではない(第303132図).また

現在保管されている3分の2は粉砕試料と聞いた.こ

のため地質研究者たちは別棟の保管室をつくってほしい

と要求しているが管理総部の話では予算はまずつかず

また標本館の計画は将来もないだろうとのことであった.

このような状態のため水資源総部での説明によると

5止m程離れた場所の民間の倉庫を試料等の保管のため

第28図(上)水資源総部の化学実験室の例

第29図(下)流しと普通水蒸溜水の蛇口

第31図(上)第32図(下)地階の岩石試料保管室

堵石試料処理コｰナｰ�
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すでに借りているそうである.

たおUSGSの地階には岩石試料保管室の他に岩石粉

砕室も設けられている(錦3334図).

USGSご自慢のマン竜ス図書館

この図書館は組織上は地質総部科学出版部に所属し

4階の地質総部の衡理部門棟部分のほとんど全体を占め

ている.その蔵書数は地球科学の分野では世界で最大

級のものの1つであることを誇っている.コロラド州

デンバｰとカリフォルニア州メンロパｰクの2大支所

およびアリゾナ州フラグスタッフの蔵書数と合わせると

製本または非製本の論文1雑誌･政府刊行物類が90万部

パンフレット･別刷類が35万部地図類カ茎32万5千部

野帳･原稿類1万2千部写真帳･スライド･写真ネ

ガ･学位論文のマイクロフィノレム･文献のマイクロフィ

シュ類が20万部にもそれぞれ及ぶ.図書館の内部の配

置図(第35図)とその様子を示す写真(第363738図)に

みられるようにスペｰスがゆったりとってあり明る

く良く整備されさすがに立派なものである.まだ

使ってないスペｰスもあり訪間したときも地図棚の設

置工事カミ行われていた.ちょうど東大名誉教授の渡辺

武男先生もUSGSのMichae1FLEIsE鵬氏の案内で党

第33図(上)第34図(下)地階にある岩石粉砕室

学に来られ｢素晴らしいですね｣と感心された様子で

あった.

図書館には閲覧相談受付があり司書カミ本のさがし方

でも何でも親切に教えてくれる.その近くに索引目録

カｰドが盾かれている.索引目録カｰドは1つの本が

多くの索引をもつシステムつまり著者別･書名別･主

題別の3通りで引けるようになっている.そして本の

分野･地域･種類別などの分類を示すカｰド番号がその

まま書架配置番号を示すように狂っている.受付には

その番号や著者名･書名のメモのための裏に書架案内

図のついた用紙(第35図参照)が沢山置いてある.書庫

は出入り自由方式なのでこの用紙を使って容易に目的

の本をさがし出せる.本の借出しは入口近くの貸出･

返納受付に行き手続きをする.この手続きは普通の場

合だといちいち台帳やカｰドに記入しめんどうであるが

この図書館のやり方は非常に簡単である.各々の本に

はカｰドが付いていて一方個人の登録番号カｰド(番

号の入った金属板付)があり両方のカｰドを一緒に印字

装置に入れれば目付けと登録番号カミ本のカｰドにプリン

トされるのである(第39図).印字装置そのものは至極

簡単そうなものであり日本でもすでに利用されている

かもしれない.図書の貸出し･整理方式はいろいろあ

りそれぞれ一長一短があると思われ結局それぞれの

図書館に合った方式でいくことになるのだろう.ここ

にあげたのは大きな図書館での例であるカミ何か参考に

なれば幸いである血

漢た禁帯出扱いの本は参考書類とUSGS出版物で

あり雑誌類は帯出できる由私白身はわれわれの図

書室で1蟹的とする雑誌のナンバｰが貸出巾という不便さ

をしばしば経験し員頃から雑誌類は禁帯出扱いが良い

と思っている｡とくにかツて留学したマサチ皿一セッ

ツ州のウッズホｰル海洋研究所で雑誌類は帯出できない

がそのかわり何時行っても欠号はなく整然としてそろ

っているという有難さを経験したことカミあるからである.

余談になるがウッズホｰノレ海洋研究所の図書館はそグ)

分野での蔵書が最大最南級のものの1つであることは

別とし蝸8年に図書館がつくられて以来昼夜を問わ

ず一刻も閉ざされたことが匁いという常時開館制度に最

大の特色をもりている由夜になれば勿論職員は帰って

しまい無人となるか裏口は開かれており館内はこう

こうと明るく利用者は昼間同様にどの書庫へも自由に

出入りし本を閲覧し凄淀カｰドにサインするだけで

借り出せるのである.深夜に広い閲覧室でただ一人読

書にふけったこともしぱしば(表現がオｰバｰ?)であった.�
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私にとってこのような制度カミ成り立つこと自体カミ不思議

であり関係者に聞いたことがあった.これに対して

｢ウッズホｰノレは保養地で夏になると付近には見知らぬ

外来者が増えおそらくそのような者によるのだろうが

かつて一度数冊の本カミ無く狂った.しかしたとえそ

のような事件があったとしても図書館は研究者が研究

のために文献を調べたり勉強するためのものでありそ

の利用カミ不便になったり制限されるようなことはできた
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第35図a(上)

鑑

第35図b(下)

図書館の酉己置図(索引番号･著者名･書名メモ用紙の裏

に印刷されている)

索引番号･著者名･書名メモ用紙

錦39関黛た1{カｰ卿P靖=艦鰻有等に持ってい遜穿)が{籔一,入登録カｰドで

人さ〕:養のところか番号¢)入った金属板崖等邊)もの於魯本に

付いている貸渕洩一ド両方を一…緒に下穿)装勘こ入れると目付

紡と登録犠･瞥紗1'≡lj字される

鶏3欄(山1二)

繁謄鯨の糠乎刈コ付近から広膚をし･た内部をみたもの手前と中央

樽ヂスタ梯貸崩返納受付で奥の方に索引カｰドボックスがみえる

鶏3欄(i■1コ)

繊入り自由の警庫

､鶏3蝿(下)

新刊雑誌と本の室�
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い｣という答えカミあり管理者側の研究への深い理解と

利用する研究者の高いモラノレとに支えられたこの良き

伝統に深い感銘を受けたのである.

話がそれだカミUSGSの司書の方にこのように雑誌カミ

帯出できる制度だと不都合はないかと尋ねたところ

｢確かに痛い点の指摘だがそのような場合には借出し

た者に電話をかけ直ぐ返してもらう｣とのことであった.

参考までに図書館の人員構成を示すと全体は35名で

その内訳は閲覧相談係5名貸出･返納(サｰキュレ

ｰション)係7名注文係8名雑誌係3名交換係2

名索引目録作成係10名のようである.なおマイク

ロフィシュマイクロフィノレムは将来は主流になるか

もしれ扱いが現在は実物の方でやっておりいまのと

ころ学位論文などをこのマイクロ類でそろえてあるとの

ことであった.フィルムリｰダｰは置いてありコピ

ｰは直ぐとれるようになっている.

その他特色ある施設

ご存知のようにUSGSは日本のいくつもの機関を

一緒にしたような巨大組織である.われわれの地質調

査所はUSGSの中心である地質総部に大体対応する.

国土地理院に対応するのが測地総部である.これに所

属して印刷工場カミありUSGSの地図類の印刷を行って

いる.USGSで特色ある施設の1つである.見学し

たさい撮った写真をあけておく(第4041図).

このほか1階にはロビｰ廊下ぞいの展示物立派な

講堂などがありまた広報室が置かれUSGSの活動と

出版物に関する情報を公共に提供するための窓口となっ

ている.多種の広報パンフレット類の無料サｰビスの

ほか地図･報告書など出版物の販売も行っている.

夫世帯の引越し作戦

あまり具体的なことは聞けなかったが33か所にも分

散していたUSGSの大世帯の移転なのでなかなか大変

だったようである､王年間位かけ移転準備を特別の会

社と契約してやったとのことであった.輸送でとくに

注意すべき物品として質量分析計装置のよう恋精密機

器類ガラス器具類図書類岩石試料などをあげてい

た1｡これらのうち図書はぼう大赦数のものをばらしで

箱に入れると後で書架に戻すのが大変改ので輸送用の

合板製書架(会社がもっている)を使い図書館の書架か

徽鰯灘鶴.善

した頃ちょうどUSGSはその歴史でかってなかった

よう匁大きな問題に直面していたのである.前所長の

Vλ脈K肌平甑氏が新たに就任したカｰタｰ大統領に

!灘よって首をこされた後でそしてこれまでの常識を破り次

空冷しく伝わる程であった.こういう人事問題はどこ

でも同じでトッゾの一握りの人たちで秘密のうちに進め

られる.しもじもの者は確実な情報はもたずかくし

て臆測に野次馬的関心も加わりうわさが乱れとぶこと

ぽなる､数名の方違とカフェテリアでランチを一緒に

したさいもこの詰に花が咲いた.ある人は｢このレス

トンにはうわさを流す人が私自身を除き少なくとも

蟹千句名屠る｣と冗談をいった.また私が｢昨夜

地質総部長のDa1ユasP孤瓶沃の車でワシントシに連れて

いってもポ･たとき部長が別の同乗煮とこの件で話し

ておられたようだ一というと｢一それは有力情報だ内

容を聞かせてほしい｣と期待されたが残念ながら｢内

第40図(上)第41図(下)地図印刷工場�
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容は聞きとれなかった｣と答えるほかたかった.本題

とは直接関係ないことだがUSGSの将来に関かわる

欠きた意味をもつ出来事でもありここでその経緯や結

末についてふれておこう.

USGS所長は大統領により任命される職でありした

カミって大統領が代われば一旦辞表を出すカミ普通は受理

されず留任する場合カミ多い.また任命の手続きは米

国科学アカデミｰが複数の候補者を内務長官に推せんし

内務長官はその中から1名を選んで大統領に提出する

大統領は上院の人事委員会の承認を得て任命するとい

うことに放っている.ところが今度の場合カｰタｰ

大統領はMcK肌冊Y氏の辞表を受理してしまいつま

り更迭を決めたのである.その理由としてはMcK一

肌YEY民カミ従来行ってきた米国の石油埋蔵量の予測カミ楽

観的であってカｰタｰ大統領の新しいエネノレギｰ政策

の推進に好ましくなかったからではないかともいわれて

いる.またほぼ同時の1977年9月に地質総部長の

RichardP･S肥LD0N氏が辞任しDa11asLPEcK氏に

交替したのもそれに関係カミあったのではないかとの臆測

もある(しかし私カ欄いたのは健康上の理由でS且皿D0N氏

は肝臓障害のため身体が痩せ細っていく病気にかかったので辞

任し保養にも良いハワイ火山観測所の方に移っだというもの

である).

このようなわけで次期所長の人選についてはUSGS

所内だけでなく米国の地質学者の間でも非常に関心カミ

島まったのである.USGSは研究機関であると同時に

鉱山局と並んで強大た行政権力をももっているが伝統

的に研究者の所長と研究指向の環境をもってきた.

例えば全所的にもあるいは個人的にも恒常的で層の厚

い研究能力を維持するため中堅研究者が課長として5

年間管理業務に従事すると解放してまた研究業務に戻し

たりまた所長･部長でも同様に管理業務を離れるとフ

リｰの研究者に戻れるという交替(ロｰテｰション)制が

確立されておりこれは米国でもユニｰク汝制度と聞く.

これは外国派遣の場合でも同様で5年間出ると後は国

内に戻して研究ポテンジャノレの補給を意識的に行うそう

である.また所内の各分野間での人事交流例えば

資源保全総部のような行政的部門と地質総部のような研

究部門の間での交流も可能である.

もしカｰタｰ大統領が次期所長に法律家や政治家をも

ってくれば当然管理･統制･規則などの強化に向かい

研究者の意欲減退ひいては研究機関の使命である創意性

が失われるのではないかとの危機感が研究者の中にあっ

たであろう.所内は激しく動揺したのである.

第42図

USGS第10代所長とたっ

たH.Wi11iamMEN畑D

武

さてこの結末であるが1978年4月3目旺Wi11iam

M酬畑D氏がUSGSの新しい所長に任命された.

M酬畑D氏はスクリップス海洋研究所の教授であった著

名た海洋地質学者であり今回の所長人事が法律家や

政治家を選ばず所定の手続きに従って権威ある地球

科学者を選んだことはUSGSのアカデミックな伝統カミ

守られたとして広く歓迎されている.しかしながら

カｰタｰ大統領はもう一方で連邦政府研究機関の再編

成の構想を進めておりUSGSもそb圏外にいるのでは

たい.伝統ある研究機関の今後が注目されるところで

ある.

さらばレストン(あとがき)

レストンのUSGSナショナノレセンタｰでの3局間の

見学を終え10月27日夕方ダレス国際空港を出発帰国

の途についたとき私は機中で来るときの沈んだ気持と

はちがって非常に満たされた気持であった.3日間

の忙がしく楽しくいろいろ素晴らしい経験をもった

からである.アメリカの政府機関では人の格あるい

は位によって窓や部屋の大きさカミか次り細かく差がつけ

られるなど“身分制"が幅をきかせているのは意外で

あったが一方では個人の独立性の尊重カミ徹底しており

興味深く思った.USGSナショナノレセンタｰの建物そ

のものについては窓を密閉しすべて空調に頼るという

近代型である反面多エネルギｰ消費型であることが気

にたった.USGSは地球科学分野における巨大衣研究

組織でありその層の厚さにいまさらなカミ'ら圧倒される

思いであった.

この旅行でお世話になったUSGS地質調査所その他内外の

関係機関の方々に心からお礼申し上げたい.また本文を書

くに当たってはいろいろな資料を参考にさせていたただいた.

r訂正｣No.29729頁第9図説明文中(;階の地質総部…)は(五

階の地質総部…)の誤りにつき訂正します.�


